
交通政策ニュース 

危険なライドシェアを許さず安全な公共交通を守る！ 

～ハイタクフォーラム請願署名提出行動 過去最多 220,917 筆を提出～ 

2024 年２月９日 

私鉄総連総合政策局 

ハイタクフォーラム（ 私鉄総連ハイタク協議会（ 全自交労連（ 交通労連ハイタ

ク部会）は、２月８日、2023 年 10 月から取り組みを行ってきた（ 危険なライド

シェアを許さず安全な公共交通を守るための請願署名」の提出行動を実施した。

ハイタクフォーラムから 22 名 内（私鉄総連 10 名）、タクシー政策議員連盟か

ら衆参議員 42 名が参加。集められた署名は過去最多となる 220,917 筆 内（私

鉄総連 46,732 筆）にものぼり、拙速にライドシェア解禁を進めている岸田政権

に対する危機感を大いに反映した結果となった。 

冒頭、溝上ハイタク

フォーラム代表幹事

 全自交労連）は（ 今

回の取り組みでは、ラ

イドシェアは雇用に

よらない働き方であ

り、労働者全体に影響

することを広報した。

その結果、連合からも

協力をいただき、昨年
挨拶をする溝上ハイタクフォーラム代表幹事（ 全自交労連） 

ハイタクフォーラムからタクシー政策議員連盟へ署名を手交 



の約 15 万筆を大きく上回る 220,917 筆という最多の署名を集める事が出来た。

この署名をしっかり届けて、岸田政権のデタラメな政治を正していただきたい」

と挨拶。続いて、辻󠄀元清美タクシー政策議員連盟会長が（ 先日、ライドシェアの

全面解禁を主張する議員に、身近な人へライドシェアの利用を勧められるか、働

くことを勧められるか、と尋ねたところ返答に窮していた。この問題は日本の社

会を守るための闘いだと思っている」と述べた。その後、溝上代表幹事、石橋私

鉄ハイタク協副議長らから、議連に署名を手交、衆（ 参両院議長への提出を託し

た。 

意見交換では、（ ライドシェアのために新法を作る動きがあるがこれは絶対に

許せない」（ ライドシェア推進派は配車アプリが進化して既存のタクシーが利用

しやすくなり、ライドシェアに利便性で劣らないことなど認識のアップデート

ができていない」（ 配車アプリの普及で流しのタクシーが減少しており、高齢者

などがタクシーを捕まえられないことにより車両不足と言われることもあるな

ど、様々な課題特性があるにもかかわらず、ライドシェアがあれば解決するとい

う乱暴な議論が行われている」（ 地方の問題と首都圏や観光地の問題を分けて考

えなければならない。地方の問題に対してはまず自家用有償運送で対応すべき

であり、首都圏や観光地では、労働環境の改善を以ってドライバーを確保するこ

とが優先である」（ 安易にライドシェアを導入し、需要のピーク時に白タクが出

てくると事故や渋滞のリスクが高まる。それも踏まえて議論すべき」（ 大阪では

万博開催を理由としてライドシェア導入を強引に推し進めようとしている。大

阪の現状のタクシー供給量で万博輸送は可能だ」（ ライドシェアによって２種免

許を保持していない人が参入すると個人タクシーの定義が根底から崩れてしま

うのではないか」など様々な意見が交わされた。 

閉会に際して、小川ハイタクフォーラム幹事（ 交通労連）が（ 政策の失敗で地

方が疲弊し公共交通が崩壊している責任を民間企業であるタクシー事業者に押

し付け、人気取りのためにライドシェアを進めている状況だと認識している。ラ

イドシェアは労働問題でもある。生活が安定しないなかで、政府は少子化対策、

賃金を上げると言っているのにライドシェアの導入は一貫性がない。22 万以上

の署名は現場の労働者の悲痛な声である」と述べた後、小宮山泰子タクシー政策

議員連盟幹事長が（ なぜ法律で様々な規制を作ったのか。事件（ 事故（ ぼったく

り等を防ぐために法律で規制してきた。人を大切にする社会を創るためには、プ

ロのタクシー（ ハイヤーが必要である。また、地方の首長は地域の足を守るため

にライドシェア導入に期待しているが、昨年 12 月に経済同友会でヒアリングを

したところ、儲かる地域でしか参入するつもりがなく、過疎地では自家用有償輸

送でやってほしいとはっきりと言い切られた。安心して国内を移動できる公共

交通を守るために共に頑張りましょう」と締めくくり、署名提出行動を終了した。

その後、選挙区などに関係する都道府県の署名を各議員が持ち帰った。今回の署

名の集約にあたり、各地連 単組の取り組みに感謝申し上げる。 

以 上 


